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瓜連支所の概要とこれまでの経緯

１ 瓜連支所及び瓜連分庁舎について

（１）瓜連支所周辺の情報について

総合センターらぽーる

瓜連小学校グランド
瓜連支所／分庁舎
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（２）全体敷地配置図
敷地面積 5,792.1㎡
所有状況 那珂市所有

瓜連分庁舎

瓜連支所
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（３）瓜連支所
建築年月 昭和61年6月（築39年）
構 造 RC造（鉄筋コンクリート

造）２階建て
延床面積 2,121,0㎡
用途地域 市街化調整区域
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◆瓜連支所庁舎フロア構成

２階フロア：教育委員会 (学校教育課、生涯学習課)、旧議場
１階フロア：上下水道部 (下水道課、水道課)、瓜連支所（証明書発行等窓口）
（貸 付）：瓜連郵便局、那珂地区保護司会



（４）瓜連分庁舎
建築年月 平成7年7月（築30年）
構 造 RC造（鉄筋コンクリート

造）２階建て
延床面積 687.7㎡
用途地域 市街化調整区域
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◆瓜連分庁舎フロア構成

２階フロア：（貸付）那珂医師会
１階フロア：（貸付）社会福祉協議会
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２ 利活用検討の経緯について

（１）瓜連支所内組織の移設
令和１２年４月に
現在瓜連支所内の上下水道部及び教育委員会を移設予定

※人口減少や厳しい財政状況を踏まえ、市民の利便性向上、
経費削減及び業務の効率化を図るもの
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◆現在の状況

現在、令和８年中に市へ「利活用方針案」の提出に向けて、
那珂市瓜連支所利活用検討委員会において、検討中
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（１）那珂市の人口の推移と将来人口予測

３ 那珂市が抱える課題 20年後にはピーク比▲20.1％、
約11,000人減少する見通し
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（２）那珂市の年齢階層別人口の推移と将来人口予測
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65歳以上
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高齢化率

（人） （％）

20年後には高齢化率43.1％
見通し、一層少子高齢化が進む
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（３）公共施設の築年数状況
７７％の公共施設が築３０年超え

瓜連支所庁舎

瓜連分庁舎
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（４）市の財政状況について

人口減少・少子高齢化が進むと・・・
歳入：市税などの税収が減少
歳出：扶助費などの社会保障関係経費が増加

財政状況はさらに厳しくなる 9
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（５）公共施設の更新費用の試算推計 今後厳しさを増す財政状況から…
公共施設を現状規模のままの維持は困難

那珂市だけの特殊事情ではなく、全国の自治体で直面している問題 10

維持補修費は
年間約３億円
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（６）瓜連支所庁舎、分庁舎の維持管理費
支所庁舎管理事業（単位千円）
１０年間の事業費合計 251,171千円（年平均25,117千円）
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H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6

維持管理費 20,815 21,970 23,069 25,924 26,769 26,282 20,540 23,733 39,720 22,349
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※施設＜建物（建物外部）、建物付帯設備（電気設備、空調・衛生設備）、その他（その他雑件）＞の保守点検、修繕及び業務委託等の各年度における決算額

千円

施設名

事業名

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
10年間の
維持管理費

事業費
（人件費除く） 20,815 21,970 23,069 25,924 26,769 26,282 20,540 23,733 39,720 22,349 251,171

支所庁舎管理事業

瓜連支所庁舎及び瓜連分庁舎
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（７）これまでの主な修繕箇所
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修繕箇所 修繕内容

令和５年 空調熱源設備更新工事（瓜連支所）
２階外壁漏水修繕（瓜連支所）
１階空調新設工事（瓜連分庁舎）

令和３年 空調設備修繕（瓜連支所）

令和２年 ロビーサッシ周辺部漏水修繕（瓜連支所）
雨漏り修繕（瓜連支所、瓜連分庁舎）
空調設備修繕（瓜連分庁舎）

令和元年 北側非常用階段修繕（瓜連支所）

平成30年 高圧受変電設備改修修繕（瓜連支所）

平成29年 自動ドア修繕（瓜連分庁舎）

平成28年 トイレ修繕（瓜連支所）

※50万円以上の修繕箇所を抜粋
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令和12年４月の瓜連支所機能移転後を見据え、現状の課題を踏ま
えつつ、地域のにぎわい創出と市の財政負担軽減を両立する、持続
可能な利活用方針案を目指したいと考える。
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４ 基本的な考え方

★重要ポイント★
「利活用の目的は何か」、「実施主体はどこか」、「利活用の範囲をどう
するのか」、「どのような手法で実現するのか」の視点を持ち、具体的な
方向性を検討していく。
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瓜連支所の概要とこれまでの経緯

５ 第１回・第２回検討委員会
（１）意見交換での意見まとめ

※第１回・第２回検討委員会における意見交換の内容を整理したものであり、今後さらに検討を進めていきます。

🏘地域主体・コミュニティ

• まちづくり委員会や自治会の活動拠点化、事務局
移転による地域連携強化

• 公民館代替機能や地域交流・福祉活動の場

• 社会福祉協議会の存続、地域コミュニティの活性化

🏛施設の将来像

• 多機能的に活用していく方向性を重視

• 老朽化や将来負担を考慮し、取り壊しも選択肢

• 補助金や電源立地交付金を活用した財源確保

🔄周辺施設との連携

• 隣接小学校グラウンドとの一体活用（※現時点で
想定なし）

• 道の駅や県植物園との機能重複回避と相乗効果

• 周辺施設と機能を補完し合う関係構築

👪子育て・若者支援

• 学習スペースや図書館機能の整備、元教員や学生
による学習支援

• 子どもの学習意欲向上と安心して遊べる場の確保

• 子ども食堂や親子で利用できる食堂の設置

• 住みやすい環境づくりや子育て支援住宅による定
住促進

👫高齢者・世代間交流

• 高齢者の学習・健康づくりや趣味活動の場、生涯
学習教室の設置

• 子どもや若者との多世代交流、知恵や経験の継承
の場

• 幼児から高齢者まで利用できる施設づくりとバリ
アフリー化

📚文化・教育・情報発信

• 歴史民俗資料館や公文書館としての活用

• 那珂市の歴史や文化を学び、次世代に伝える場

• 観光資源や地域情報の発信拠点

🏬商業・経済活動

• 郵便局の存続

• 農作物直売所や観光案内所の設置

• 飲食店・カフェ・軽食喫茶・土産物販売など来訪
者向け施設

• シェアキッチンやブックカフェの導入

• 商業機能と公共機能の複合化

🤝民間活用・収益化

• 官民連携による運営と収益化、維持管理費軽減の
仕組みづくり

• 特色ある施設整備やリノベーションの推進

• 解体跡地の民間開発や民間事業者との共同事業の
検討

• 災害時の避難所機能、耐震性や備蓄機能の強化

• 自治会や地域活動の拠点としての活用

• 公共施設としての責任ある活用

🚨防災・公共性
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現地見学
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現地見学

（１）現地見学のポイント

利活用のイメージや現状を見る視点

✓ 建物の老朽化状況と現在の利用状態

✓ 支所庁舎と分庁舎の配置関係と周辺環境

✓ 建物の広さ、構造、利用可能スペース
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時間 内容

約5分 現地見学説明

約4分 瓜連支所へ移動

約7分
瓜連支所庁舎、瓜連分庁舎現地見学

１階：外観→郵便局→事務室（上下水道部、支所窓口）

約7分 ２階：事務室（教育委員会）→旧議場

約3分 瓜連分庁舎１階：社会福祉協議会

約4分 総合センターらぽーるへ移動

（見学時間合計30分）

（２）見学ルート

現地見学



現地見学

（３）フロアレイアウト
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旧議場

瓜連分庁舎へ


